質問内容：脳波がヤコブっぽくないと思いました。
問題番号：D-44
44
65歳女性。物忘れを主訴に家族に伴われて来院した。５ヶ月前から歩行時のふらつきを自覚した。４ヶ月前から物忘れがひどくなり、怒りっぽくなった。３週間前から拒食傾向となり体重が減少した。意識レベルはJCSⅠ-1。体温36.5℃。脈拍80/分、整。血圧120/80mmHg。胸腹部に異常を認めない。改訂長谷川式簡易知的機能評価スケールは16点(満点30点)である。四肢に軽度の固縮を認め、右上肢に律動的な素早い不随意運動を認める。四肢の腱反射は両側で亢進している。Babinski反射は陰性。歩行は失調性で易転倒性である。血液所見と尿所見とに異常を認めない。頭部ＣＴで軽度の脳萎縮をみとめる。脳波を別に示す。
考えられるのはどれか。

a 進行麻痺

b 前頭側頭型認知症

c 皮質基底核変性症

d 特発性正常圧水頭症

e Creutzfeldt-Jakob病
疾患名：Creutzfeldt-Jakob病
【解答】e
診療科：神経内科
【検査】

Creutzfeldt-Jakob病の脳波はネット
(http://naraamt.or.jp/Academic/Gakkai/2002/psd.html)を参考にして解答しました。図を添付します。
[image: image1.png]



周期性同期性放電(PSD)がみられます。なお、症状がCreutzfeldt-Jakob病に合致していたこと、他の選択肢が合致しないので消去法的にもeが適当かと思いました。
